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栃
木
県
栃
木
市
で
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
七
年
度
全

国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会 
関
東
・
甲
信
越

静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
担
当
者
研
修
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
研
修
会
で
は
「
伝
建
地
区
の
利
活
用
」
と
題
す

る
基
調
講
演
が
あ
り
、
現
地
視
察
で
は
、
栃
木
市
嘉
右
衛

門
町
重
伝
建
地
区
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

 

十
月
十
五
日
に
は
文
化
庁
に
て
「
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区 

制
度
創
設
四
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

開
催
さ
れ
、
上
条
か
ら
も
七
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

基
調
講
演
の
な
か
で
は
、
応
急
対
応
期
（
被
災
直
後
の
対

応
）
に
ど
の
程
度
行
動
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
、
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
応
急
対
応
期
に
は
、
近
隣
の
安
否

確
認
、
建
物
の
応
急
養
生
、
瓦
礫
の
片
付
け
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
こ
れ
を
迅
速
に
お
こ
な
う
に
は
、
い
く
つ
も
の
団
体

が
連
携
を
と
り
、
支
援
体
制
を
早
期
に
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。 

【
上
条
集
落
の
防
災
】 

上
条
で
は
、
伝
建
地
区
内
の
防
災
設
備
整
備
に
あ
た
り
、

来
年
度
よ
り
防
災
計
画
策
定
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。
そ
の

後
、
こ
の
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
防
災
設
備
を
設
置
及
び
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
防
災
組
織
づ
く
り
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
地
元
に
お
住
ま
い
の
皆
様
や
自
治
体
は
も
と
よ
り
、
消

防
団
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
大
工
な
ど
各
団
体
と
連
携
を
図
り
、
支
援

方
法
や
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
、
ま
た
、
防
災
訓
練
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
日
頃
の
防
災
意
識
の
向
上
と
各
団
体
と

の
連
携
確
認
も
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

【
歴
史
的
建
造
物
の
利
活
用
に
つ
い
て
】 

今
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
と
研
修
会
の
な
か
で
「
伝
建
地
区

内
の
高
齢
化
」
と
「
空
き
家
の
増
加
」
を
課
題
に
挙
げ
る
地

区
担
当
者
が
多
く
い
ま
し
た
。 

基
調
講
演
の
な
か
で
は
、
伝
建
地
区
内
の
空
き
家
を
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
改
修
し
、
ま
た
利
活
用
す
る
各
地
区
の
事
例

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
参
考
と
な
り
そ
う
な
事
例
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

●
建
物
改
修
の
一
部
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
手
伝
い
い
た
だ

く
事
例 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
維
持
困
難
な
建
物
の
所
有
者
か
ら
依
頼
を

受
け
、
建
物
改
修
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
招
集
し
、
片
付
け
や 

写真１ 関東・東北豪雨 

平
成
二
十
七
年
度 

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会 

関
東
・
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て
、
栃
木
県
栃
木
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
あ
と
、
担
当
者
研
修

会
が
行
わ
れ
、
基
調
講
演
で
は
、
開
催
市
に
所
在
す
る
嘉
右
衛

門
町
重
伝
建
地
区
に
お
い
て
行
政
と
と
も
に
そ
の
利
活
用
に

携
わ
る
国
立
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
建
築
学
科
の
横
内
准

教
授
か
ら
「
伝
建
地
区
の
利
活
用
」
に
つ
い
て
、
各
地
の
重
伝

建
地
区
で
の
取
り
組
み
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
基
調
講
演
で
は
、
二
つ
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
、
伝
建
地
区
の
防
災
に
関
す
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ

は
、
歴
史
的
建
造
物
の
利
活
用
に
関
す
る
こ
と
で
す
。 

【
関
東
・
東
北
豪
雨
の
被
害
に
つ
い
て
】 

 

栃
木
市
は
九
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
で
大
き
な
被
害
が
あ

り
、
嘉
右
衛
門
町
重
伝
建
地
区
で
も
約
三
分
の
一
が
浸
水
し
て

し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
あ
っ
て
も
災
害
後

二
週
間
で
五
十
名
以
上
が
伝
建
地
区
内
の
保
全
を
手
助
け
す

る
体
制
が
構
築
で
き
た
そ
う
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
災
害
時
に
問
題
と
な
る
の
が
、
「
一
般
家
屋
も

被
災
し
て
い
る
中
で
、
文
化
財
を
ど
の
よ
う
に
守
る
か
」
と
い

う
こ
と
で
す
。 

写真２ 栃木市内（広報とちぎより） 

栃
木
市
嘉
右
衛
門
町
重
伝
建
地
区
の
概
要 

 

栃
木
市
の
中
心
市
街
地
の
北
側
に
位
置
し
、
中
央
を

南
北
に
日
光
例
幣
使
街
道
が
通
っ
て
お
り
、
そ
の
通
り

に
沿
っ
て
敷
地
割
り
が
さ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
商
家
と

し
て
繁
栄
し
た
地
区
で
す
。
建
物
の
特
性
と
し
て
は
、 

 

通
り
に
面
し
て
主

屋
を
建
て
、
そ
の
背

後
に
蔵
等
の
付
属

屋
を
並
べ
ま
す
。
主

屋
は
、
店
舗
部
と
住

居
部
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。 

http://ecom-plat.jp/nied-cr/modules/blockdoc/get.php?action=picture&table=snapshot&id=241


 Ｖ 

【 

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー 

】 

※
参
加
申
込
み
は
文
化
財
課
ま
で
（
☎
三
二-

五
〇
七
六
） 

 塩
山
の
歴
史
的
風
致
散
策 

甲
州
市
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
歴
史
的
風
致
散

策
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
恵
林
寺
、
放
光
寺
な
ど
、
塩
山

松
里
地
区
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

日 
 

時 
 

十
一
月
二
十
日
（
金
）
県
民
の
日 

午
前
九
時
～
午
後
三
時 

集
合
場
所 

 

甲
州
市
役
所
駐
車
場 

参 

加 

費 
 

無
料
（
保
険
代
を
当
日
徴
収
） 

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

 

第
四
回
上
条
集
落
見
学
会 

集
落
を
一
望
で
き
る
地
点
へ
の
登
山
で
す
。
木
々
の
紅
葉
と

相
ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
景
色
を
見
に
行
き
ま
す
。 

日 
 

時 
 

十
一
月
二
十
九
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

午
前
九
時
～
午
後
三
時 

集
合
場
所 

 

福
蔵
院
駐
車
場 

参 

加 

費 
 

無
料
（
保
険
代
を
当
日
徴
収
） 

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

   

【
塩
尻
市
平
出
地
区
の
上
条
重
伝
建
地
区
視
察
】 

十
月
三
十
一
日
に
長
野
県
塩
尻
市
平
出
地
区
の
皆
様
が
上

条
の
視
察
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
平
出
地
区
は
、
塩
尻

市
の
北
東
部
に
位
置
し
、
主
産
業
は
石
灰
の
採
掘
か
ら
現
在

で
は
果
樹
栽
培
へ
と
転
換
し
た
農
村
集
落
で
、
伝
建
地
区
の

選
定
を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
地
域
で
す
。 

 
午
後
か
ら
は
上
条
の
皆
様
に
も
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
観

音
堂
に
て
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
平
出
地
区

の
皆
様
か
ら
伝
建
選
定
に
か
か
る
不
安
な
ど
の
質
問
が
あ

り
、
こ
れ
に
対
し
て
上
条
の
皆
様
が
実
際
に
経
験
し
た
こ
と

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
出
地
区
と
は
車
で
二
時
間
の

距
離
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
に
お
互
い
に
情
報
交
換

が
で
き
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。 

簡
易
な
大
工
、
左
官
作
業
を
行
い
ま
す
。
改
修
さ
れ
た
建
物
は
、

店
舗
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
個
人
住
宅
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。 

十
月
の
で
き
ご
と 

【
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区 

制
度
創
設
四
十
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
】 

十
月
十
五
日
に
文
化
庁
に
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
伝
建
制
度
の
四
十
周
年
及
び
重
伝
建
地
区
が
百
地
区
の
大

台
に
達
し
た
記
念
と
、
現
代
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
伝
建

制
度
の
在
り
方
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
他
地
区 

写真５ シンポジウムの様子 

写真６ 平出地区の皆様の 

上条視察 

●
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
活
用
す
る
事
例 

空
き
家
の
活
用
事
例
と
し
て
、
教
育
機
関
（
大
学
な
ど
）
の

学
習
の
場
と
し
て
、
ま
た
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用
さ
れ

る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
教
育
機
関
や
企
業
の
利
点
は
、
普
段
と

違
う
環
境
で
、
ま
た
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
る
環
境
で
、 

普
段
で
き
な
い
経

験
や
広
い
考
え
方

を
得
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
を
学
習

や
創
作
活
動
に
反

映
で
き
る
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。 

写真３  

ボランティアによる改修作業 
写真４ サテライトキャンパス 

写真７ 懇談会の様子 

に
お
け
る
防
災
や
他
団
体
と
の
協
力
に
よ
る
活
動
事
例
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。 

突
上
げ
屋
根
の
ロ
ゴ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
！ 

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

http://blog-imgs-83-origin.fc2.com/m/a/c/machiyaken/P9052260A.jpg
http://blog-imgs-83-origin.fc2.com/m/a/c/machiyaken/PA172458a.jpg

